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26．抗体ピーズ法によるヒトTSHのRadioimmunoas・

　　sayに関する検討
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　短時間TSH測定法として，

能な抗体ビーズRIA法につき，検討した．

μU／mlの標準TSHを含め，標準曲線を検討したが再現

性は良好であった．異なる2種類の血清試料を用い

intraassayおよびinterassayの再現性を検討し，前者で

はC．V．6．8％，2．6％，後者ではC．V．3．5％，6．4％との成

績を得た．回収率の検討では平均ll5．7％であった．希

釈試験を行い，標準曲線との間に，良好な平行性を確認

した．特異性の検討を，HCG，　PRL，　LH，　FSH，　GH，

β一HCGで行ったが，検討範囲内では影響がなかった．

臨床応用では健常人（12名）は3．18μU／ml以下を，続

発性甲状腺機能低下症（4例）は，1．5μU／m1以下を，

原発性甲状腺機能低下症（34例）は10．5～275μU／m1の

範囲を，甲状腺機能充進症（18例）は，2．2μU／m∫以下

を，単純性甲状腺腫（6例），非中毒性結節性甲状腺腫

（8例）は，健常人の範囲を，慢性甲状腺炎（12例）は2．8

μU／m～以上の範囲をそれぞれ示した．TRH試験では，

いずれも患者の病態を反映した成績が得られ，他の測定

法との測定値の比較では，良好な相関関係が認められた．
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160μU／mlまで測定が可

　　　　　　　自家製320
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　サンドイッチ法であるHTSH　RIABEADキットにつ

いて基礎的および臨床的検討を行った．

　第1反応時間60分，第2反応時間120分，室温で

行い，反応後の洗浄は，3回行った．再現性は3濃度に

ついて行い，同時再現性の変動係数は，4．0～4．8％，日

差再現性は，6．2～13．0％であった．回収率は，5濃度

の標準TSHを添加して行い，結果は91％～113％に分

布し，平均101．2％であった．希釈試験では，高濃度部

分では頭打ちがみられるが，100　plU／m1以下のところ

では，良好な直線性が得られた．本法と，二抗体法とを

比較すると，相関係数＋0．964（n≠0）回帰直線y－－1・20

x＋1．92と有意な正相関を認めた．各種甲状腺疾患にお

けるTSH濃度は，甲状腺機能充進症では，すべて測定

感度以下を示し，低下症では，10μIU／m1以上，正常人

では，すべて6．0μIU／m1以下を示し，従来の報告と一

致した．

　以上の結果よリ，本キットによる血中TSH濃度の測

定は，回収率，再現性ともに良好であり，二抗体法とも

よく相関した．また，本法は，一日で結果を得られ，ル

ー チン検査として有用であると思われる．
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　栄研ICLより発売のサイログロブリン（以下Tg）の

RIAキットを検討した．まず標識Tgと抗ヒトIgGを

用いる自己抗体検出を行い，B／Tが10．0％以下の血清

についてのみ，Tg－RIAを行った．先に検体と抗Tg抗

体を反応させた後に標識Tgを後から加えるdelayed

addition　typeの二抗体法である．温度・時間の各条件

を変えた検討を行ったが，原法の25℃，第一・第二反

応とも24時間という反応条件で，より良好な標準曲線

が得られた．

　試薬は比較的安定で少なくとも溶解後4週間までは測

定に支障なく，回収率・再現性も満足すべきものであっ

たが，希釈実験では一部の血清で直線化しない例があり，

検討中である．また従来の自家製RIAとの間に良好な

相関を認めた．各種甲状腺疾患ではTg値が上昇傾向を

示し，癌・腺腫などではscale　out（＞320　ng／m1）を示

す例もみられた．

　以上の如く自己抗体の検出されない血清のTg測定に

本キットは有用と思われたが，自己免疫性甲状腺疾患で

は約3／4の例に，癌・腺腫でも約1／3の例に自己抗体が

検出された．そこで自己抗体陰性検体に，自己抗体強陽

性の橋本病患者IgGを各種濃度加える実験を行ったと

ころ，添加IgG量の増加に伴いTgの測定値に変動が

みられるが，そのdose　responce　curveは興味あること

に一旦下降の後，再び上昇する二相性を示し，複数の機

序が変動に関与しているものと考えられた．

Presented by Medical*Online


	1118



